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こ
の
度
、
国
際
電
気
通
信
連
合
（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
の
標
準
化
局
長
に
尾
上
誠
蔵
氏
が
就
任
し
た
。
こ
れ
は
日

本
に
と
っ
て
慶
事
で
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
国
連
傘
下
の
無
線
通
信
の
詳
細
な
取
り
決
め
を
で
き
る
機
関
で
あ

る
。
基
本
は
世
界
中
で
使
う
無
線
通
信
の
周
波
数
の
割
り
当
て
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
各
国
が
共
通
で
つ
か

え
る
信
号
の
形
式
を
定
め
る
。
こ
れ
が
標
準
化
で
あ
る
。
勝
手
に
使
う
と
お
互
い
に
干
渉
を
起
し
無
線
通

信
の
混
乱
を
起
こ
す
。 

 

身
近
な
例
で
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
地
上
の
各
種
無
線
通
信
、
宇
宙
通
信
等
の
電
波
の
周
波
数
の
割
り

当
て
が
あ
る
。
割
り
当
て
に
則
っ
て
国
内
の
テ
レ
ビ
は
製
造
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
受
像
機
を
欧

州
に
持
っ
て
い
っ
て
も
使
え
な
い
。
こ
れ
は
地
域
の
産
業
結
び
着
い
た
例
あ
る
が
、
国
際
電
話
や
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
は
世
界
共
通
で
使
用
で
き
国
境
の
壁
は
な
い
。
通
常
の
国
の
政
策
は
各
国
の
独
自
の
独

自
の
方
針
に
従
っ
て
決
め
ら
れ
、
他
国
か
ら
干
渉
さ
れ
る
の
は
内
政
干
渉
と
し
て
排
除
さ
れ
る
が
、
電
波

は
国
境
を
超
え
て
伝
わ
る
の
で
決
め
ら
れ
て
方
式
に
従
わ
な
い
と
送
受
信
が
で
き
な
い
。 

  

戦
後
固
定
電
話
が
主
流
の
頃
は
マ
イ
ク
ロ
波
と
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
網
、
交
換
機
の
有
線
通
信
が
主
流
で
あ

っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
無
線
に
よ
る
携
帯
電
話
第
一
世
代
（
１
Ｇ
）
が
現
れ
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
２

Ｇ
に
文
字
情
報
を
送
れ
る
ⅰ
モ
ー
ド
が
現
れ
、
日
本
は
先
頭
を
走
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
代

の
３
Ｇ
に
ス
マ
ホ
が
出
現
し
ア
ッ
プ
ル
や
、
サ
ム
ス
ン
の
独
壇
場
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
二
〇
～
三

〇
年
の
５
Ｇ
、
６
Ｇ
代
は
高
速
大
容
量
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
の
向
上
、
多
く
の
情
報
源
接
続
で
き
る
多
元

接
続
な
ど
高
度
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
基
幹
と
な
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
適
合

す
る
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
な
ど
、
産
業
界
へ
の
影
響
は
末
広
が
り
で
あ
る
。 

  

局
長
と
し
て
新
分
野
を
リ
ー
ド
し
て
行
く
に
は
し
っ
か
り
し
た
語
学
力
と
、
相
手
を
説
得
で
き
る
あ
る

種
の
図
太
さ
が
必
要
で
あ
る
。
国
内
で
は
協
調
を
旨
と
し
て
、
飛
び
出
た
発
言
を
控
え
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
、
国
際
的
舞
台
で
は
相
手
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
自
己
主
張
の
論
陣
を
張
り
、
次
世
代
の
新
し

い
無
線
通
信
の
確
立
に
尽
力
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
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